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衆
議
院
議
員
稲
津
久
君
提
出
定
住
自
立
圏
構
想
及
び
定
住
自
立
圏
等
民
間
投
資
促
進
交
付
金
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
（
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日
付
け
総
行
応
第
三
十
九
号
総
務
事
務
次
官
通
知
。
以
下
「

要
綱
」
と
い
う
。
）
第
�
（�）
に
規
定
す
る
中
心
市
宣
言
（
以
下
「
中
心
市
宣
言
」
と
い
う
。
）
の
実
施
並
び
に
要
綱
第
�
（�）

に
規
定
す
る
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。
）
の
締
結
及
び
要
綱
第
�
（�）
の
「
広
域
的
な
市
町
村
の
合

併
を
経
た
市
に
関
す
る
特
例
」
に
よ
る
定
住
自
立
圏
形
成
方
針
の
策
定
は
、
い
ず
れ
も
要
綱
第
�
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す

市
（
以
下
「
中
心
市
」
と
い
う
。
）
又
は
そ
の
周
辺
の
市
町
村
の
自
主
的
な
取
組
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
今
年
度
及

び
来
年
度
以
降
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
正
確
に
把
握
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
全
国
各
地
で
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
向

け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

一



中
心
市
宣
言
を
実
施
し
た
中
心
市
及
び
当
該
中
心
市
と
協
定
を
締
結
し
た
市
町
村
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
要
綱
第

�
（�）
に
基
づ
き
、
要
綱
第
�
（�）
に
規
定
す
る
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
（
以
下
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
た

中
心
市
及
び
当
該
中
心
市
と
協
定
を
締
結
し
た
市
町
村
に
対
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
の
地
方
交
付
税
措
置

等
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

定
住
自
立
圏
等
民
間
投
資
促
進
交
付
金
（
以
下
「
交
付
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
執
行
に
至
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
交
付
対
象
事
業
に
つ
い
て
、
中
心
市
が
定
住
自
立
圏
構
想
（
以
下
単
に
「
構
想
」
と
い
う
。
）
を
推
進
し

て
い
る
圏
域
（
以
下
「
推
進
圏
域
」
と
い
う
。
）
又
は
推
進
圏
域
以
外
の
圏
域
で
道
府
県
が
特
に
構
想
を
推
進
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
圏
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
か
つ
、
地
域
住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
緊
急
の
地
域
課
題
で

あ
る
地
域
医
療
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
限
定
す
る
こ
と
等
を
基
準
と
し
て
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

交
付
金
の
執
行
の
見
直
し
に
際
し
て
は
、
市
町
村
か
ら
意
見
の
聴
取
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
道
府
県
を
通
じ
て
必
要
な
情

報
収
集
を
行
い
、
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



四
の
�
に
つ
い
て

中
心
市
及
び
そ
の
周
辺
の
市
町
村
が
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
、
圏
域
ご
と
に
生
活
に
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
は

、
お
尋
ね
の
事
業
を
始
め
、
幅
広
い
分
野
で
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
関
係
各
省
が
連
携
し
、
必
要
に
応
じ
既
存
施
策

の
活
用
に
よ
り
、
支
援
措
置
を
講
ず
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
生
活
実
態
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
圏
域
ご
と
に
そ
の
生
活
に
必
要
な
機
能
を
確
保
し
て
、
地
域
住
民
の
生
命
と

暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
基
礎
自
治
体
が
相
互
に
役
割
分
担
し
て
連
携
す
る
構
想
の
推
進
は
重
要
な
政
策
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
関
係
す
る
地
方
自
治
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。

三


